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１ まえがき  

企業間には様々な関係がある。企業間の関

係が織りなすネットワーク構造を分析するこ

とで、ある企業が他の企業と競争関係や提携

関係であるかなど、企業の競争力の分析や取

るべき戦略の決定に用いることができる。ま

た、ネットワークの構築を分析することで、

産業分野全体における、ネットワークの安定

性、成長性も分析することが出来る。1970年

以降、経済学や社会学の分野では、関係構造

の背後にあるものを読み解く社会ネットワー

ク分析と呼ばれる研究が行われてきている。

近年では、多種多様な情報がWeb上に公開さ

れ、Webから有用な知識を抽出しようとする

研究が盛んに行われている。また、人間関係

といった研究者ネットワークを抽出する研究

や、国の関係、産業関係、企業間関係など、

あらゆるレベルのネットワークを対象とした

研究も行われている。本研究は、Web上に公

開されている情報から、企業間関係レベルの

ネットワークを対象とし、企業間には、取引、

提携、訴訟など、様々な関係があるが、特に

提携関係に焦点を当てて、企業間の繋がりや

強度の追求を行う。  
 

２ 目的 

WebマイニングとはWebの内容、データ、

文章から有用な知識、情報を発見するWebの

データを対象としたデータマイニングであ

る。Web上には企業の関係を表す情報が入手

可能であり、それらは2つに大きく分けられ

る。一つは、企業間の関係を整理してまとめ

てあるサイト、Yahoo!ニュースや日経のプレ

スリリースサイトなど整形された情報源は、

Webに限らず会社四季報などの書籍からも

企業間関係について知ることが可能である。

もう一つは、企業が自ら公開するニュースリ

リースやWeb上のニュースサイトなど、分散 

  した情報源である。検索エンジンを用いて

Webページを集め、データマイニングを行い、

Web全体の情報から企業間関係として、提携

関係を抽出することを目的とする。 
 

３ 関係語の抽出 

企業間関係が記述されたページを見つける

ために、検索クエリに加える語を関係語と呼

ぶ。本論文では、関係語を得る方法として、

学習データを用いる方法と、Web上での共起を

用いる方法を提案する。 

3-1 学習データからの関係語取得法 

Webマイニングを利用して提携関連を絞り

込み、企業間の関係が含まれた多くのWebペー

ジを準備して、そのページに共通する単語を

求める。業務提携や資本提携の企業間関係に

ついて書かれたWebページと、そうでないペー

ジを集め学習データを作る。各Webページから

単語が出現するかしないかという属性を生成

し分類を学習する。単語の出現を含むページ

の様々な特徴を属性とする分類問題になる

が、検索エンジンに複雑なクエリを入力する

のは難しいため、単語１語、もしくは複数個

連言による組み合わせだけを調べる。学習の

評価にF尺度を用いることにすると、この分類

問題は、各単語が出現するかどうかによってF

尺度がどう変化するかを調べればよいことに

なる。 

F尺度は式(１)で定義される。 

      (1) 

ここで、ＰRel（ω）は、単語又は連言を含む

ページのうち関係が正しく記述されたページ

の割合であり、ＲRel（ω）は関係が記述され

たページのうち単語ωが含まれるページの割

合である。一つもしくは二つの関係語を用い

て、検索クエリを生成し検索することで、よ

り網羅的に関係を抽出することができる。し 
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たがって、F値が上位の複数の関係語を用い

る。また、検索されたテキストの内容から

企業間関係が実際に存在するかを判断する

ルールの中でも、この関係語を利用する。 

3-2 Webを用いた関係語の取得法 

 関係語を得るために適切な学習データを

用意するのは手間がかかる。そこで、本研

究では、Webを用いて関係語を抽出すること

を考える。例えば提携関係を調べたいので

あれば、「提携」という語を直接クエリに

加えればよいというものである。さらに、

「提携」とよく共起する語も提携関係を把

握する手がかりになりそうである。そこで

「提携」という語とよく共起する語をWeb上

から獲得しようというものである。ここで

は、「提携」などの語をωRelとする。そし

てWeb上でのヒット件数を用いて、Jaccard

係数、 

        (２)       

を計算し、これが高い語ωを関係語として

用いる。ただし、｜ωReｌ∩ω｜は「ωReｌ連

言ω」  をクエリにした場合のヒット件

数、｜ωRel∪ω｜はωReｌ選言ωをクエリに

した場合のヒット件数である。なお、全て

の語に対してこの値を計算するのは現実的

でないので、ここでは企業間関係について

書かれたページを用意し、そこから候補と

なる単語を切り出す。 
 

４ 企業間関係の抽出方法 
システムの全体を図１に示す。前節に述べ

た方法で、あらかじめ提携関係の詳細（業

務提携や資本提携）の関係語RWのリストを

取得しておく。そして、システムに企業名

のリストL（ｎ個）を入力しておき、企業（ｘ

とする）を取り出し、自分以外の企業（ｙ

とする）との関係の有無を調べてエッジを

生成することで、企業間の関係のネットワ

ークを出力する。全体の処理は、検索クエ

リの生成、関係ページの収集、関係の抽出

という大きく３つに分けられる。検索クエ

リの生成フェーズ(MakeQ ueries)では、関

係語の上位nqueries個を企業名ｘ、ｙに加える

ことで検索クエリ集合Qを生成する。関係ペ

ージの収集フェーズ(DownloadP ages)で

は、生成された検索クエリ集合Qを検索エン

ジンに入力し、上位にヒットしたページに

npages件をダウンロードして関係の集合Dを

得る。関係の抽出フェーズ(RelationExtra 

ct) では、ダウンロードしたページの内容

を調べ、２つの企業に関する関係の記述が

あるかどうかを判断する。関係抽出フェー

ズでは、具体的に次の手順をとる。 

１)収集した関係ページ集合Dに含まれる全

ての文のリストSを収集する。 

  

検索クエリの生成フェーズ

企業名リストL クエリの選択 検索Q

(企業の関係語リスト)

学習ページから抽出した関係語RW

関係のページ集合D関係の有無の判断を行う

関係抽出フェーズ

関係ページの収集フェーズ

図１ システムの流れ 
 

企業名X 企業名Y --------企業名N

業務提携
　　----- 資本提携

 
表１ 企業間ネットワークの抽出例 

 

２）２つの企業名と関係語ｒω（ｒω∈RW）が

同時に出現する文ｓ（ｓ∈S）に対して、ｓに

出現する関係語のスコアを足し合わせてその

文のスコアscoresとし、全ての文の中で最もス

コアの高いものをその企業間関係のスコア

scorexyとする。 

３)scorexy が閾値scorethreを超えれば、２つの

企業は関係があると判断する。この部分は構文

解析や意味解析などより深い処理を行うこと

も可能であるが、本研究では出来るだけ簡単な

方法にするため、このようなシンプルなルール

を用いている。本研究では、nqueries＝２、npages
＝５とした。なお、閾値はscorethreは、学習デ

ータからF尺度を使い、scorethre とscorexyの差

からネットワークの抽出を行う。 
 

５ 今後の展望 

 本研究の詳細関係は、業務提携と資本提携の

２項目だったが、今回の結果を用い、詳細関係

の項目を増やすと共に、今後も定期的に企業間

関係を抽出することで、企業間の変化や動向の

分析をしていきたいと考えている。 
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